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は じ め に 

 

自殺はその多くが経済、健康、家族等の様々な要因が複雑に

絡み合い、深刻化した結果、すなわち追い込まれた末の死であ

るといわれています。自殺を個人の問題としてとらえるのでは

なく、社会の問題としてとらえ、自殺に至るまでの様々な問題

や課題をひとつずつ解決していくことができるような施策の展

開やまちづくりの推進が求められているといえます。 

我が国の自殺者数は減少傾向にありますが、未だに２万人を超える水準で推移しており、先

進７か国で最も高い状況にあります。当町における自殺者数は、2013年（平成25年）から2017

年（平成29年）までの５年間で６人となっており、自殺者数０に向けた取組みが急務の課題で

す。 

このような中で、当町においても、誰も自殺に追い込まれることのない社会の実現を目指す

ために、「誰も自殺に追い込まれることのない真鶴町の実現」を基本理念とし、2019年度（平

成31年度）から2023年度（平成35年度）までの５年間を計画期間とした真鶴町自殺対策計画

を策定します。本計画に基づいた自殺対策に関する施策を効果的に展開していくことで、誰も

自殺に追い込まれることのない社会を町一体となって推進していきます。 

結びに、本計画の策定にあたり、貴重なご意見・ご提言をいただきました関係機関の皆様、

アンケート調査にご協力いただきました町民の皆様に心から感謝を申し上げ、ごあいさつとい

たします。 

 

平成31年 ３月 

真鶴町長 宇賀一章 
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１．計画策定の趣旨 

我が国では、2006年（平成18年）に自殺対策基本法を制定し、2007年（平成19年）には

自殺対策の指針を定めた自殺総合対策大綱を策定して、自殺対策を推進してきました。その結

果、自殺は「個人の問題」から「社会の問題」として認識されるようになり、自殺者数は2010

年（平成22年）以降７年連続で減少し、2015年（平成27年）には1998年（平成10年）の急

増前以来の水準となりました。このように自殺者数は減少傾向にありますが、人口10万人あた

りの自殺者数を示す自殺死亡率は先進７か国で最も高い状況にあります。 

このような中で、国においては、2016年（平成28年）に自殺対策基本法を改正し、2017

年（平成29年）には自殺総合対策大綱が見直されました。また、2016年（平成28年）に改正

された自殺対策基本法においては、市町村は、自殺総合対策大綱及び都道府県自殺対策計画並

びに地域の実情を勘案して、市町村自殺対策計画を策定するものとされ、国・県・市町村が連

携して自殺対策を推進することが求められています。 

神奈川県においては、2006年（平成18年）に自殺対策に係る庁内会議を設置し、2007年（平

成19年）に様々な分野の関係機関・団体により構成される「かながわ自殺対策会議」を政令指

定都市と共同で設置、2011年（平成23年）には「かながわ自殺総合対策指針」を策定して自

殺対策を推進しています。また、2018年（平成30年）３月には自殺対策をさらに総合的かつ

効果的に推進するため、「かながわ自殺対策計画」が策定されました。 

真鶴町においては、健康福祉課が中心となり、こころの健康に関する各種施策に取り組んで

きましたが、この度、国や県の動向を踏まえ、誰も自殺に追い込まれることのない社会の実現

を目指し、真鶴町自殺対策計画を策定します。 
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２．計画の位置づけ 

本計画は、自殺対策基本法第13条第２項に定める市町村自殺対策計画として位置づけられ、

真鶴町における自殺対策に関する施策の方向性の総合的な指針となるものです。 

なお、策定にあたっては、2017年（平成29年）に見直された自殺総合対策大綱の方針や、

県のかながわ自殺対策計画との整合性に配慮し策定します。 

また、第４次真鶴町総合計画を上位計画とし、各種個別・分野別計画と連携を図りながら推

進していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．計画の期間 

自殺総合対策大綱がおおむね５年を目途に見直すとされていることを踏まえ、本計画の期間

は、2019年度（平成31年度）から2023年度（平成35年度）までの５年間とします。 

なお、自殺対策基本法及び自殺総合対策大綱の改正、その他社会情勢の変化等が生じた場合

は、適宜必要な見直しを行うこととします。 
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１．統計データに見る現状 

（１）自殺者数（住所地） 

真鶴町に住所を有していた自殺者は、過去８年間は年間５人以下で推移し、2017年（平

成29年）は１人となっています。 

（人） 

 
2010年 

平成22年 

2011年 

平成23年 

2012年 

平成24年 

2013年 

平成25年 

2014年 

平成26年 

2015年 

平成27年 

2016年 

平成28年 

2017年 

平成29年 

男性 3 3 2 0 1 1 0 0 

女性 0 1 1 1 0 1 1 1 

合計 3 4 3 1 1 2 1 1 

資料：厚生労働省 地域における自殺の基礎資料 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：厚生労働省 地域における自殺の基礎資料 
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（２）自殺死亡率（住所地） 

自殺死亡率（人口10万人当たりの自殺者数）は、増減を繰り返していますが、2017年（平

成29年）は13.25と、全国及び神奈川県を下回っています。 

（人口10万対） 

 
2010年 

平成22年 

2011年 

平成23年 

2012年 

平成24年 

2013年 

平成25年 

2014年 

平成26年 

2015年 

平成27年 

2016年 

平成28年 

2017年 

平成29年 

真鶴町 35.19 47.51 36.40 12.34 12.49 25.37 12.97 13.25 

神奈川県 21.35 21.13 18.79 17.70 16.13 15.77 13.66 14.05 

全国 24.66 24.06 21.78 21.06 19.63 18.57 16.95 16.52 

資料：厚生労働省 地域における自殺の基礎資料 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：厚生労働省 地域における自殺の基礎資料 
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（３）自殺者数（発見地） 

真鶴町内で発見された自殺者は、過去８年間は年間５人以下で推移し、2017年（平成29

年）は２人となっています。 

（人） 

 
2010年 

平成22年 

2011年 

平成23年 

2012年 

平成24年 

2013年 

平成25年 

2014年 

平成26年 

2015年 

平成27年 

2016年 

平成28年 

2017年 

平成29年 

男性 2 4 3 4 3 2 1 1 

女性 0 1 0 1 0 1 1 1 

合計 2 5 3 5 3 3 2 2 

資料：厚生労働省 地域における自殺の基礎資料 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：厚生労働省 地域における自殺の基礎資料 
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（４）自殺死亡率（発見地） 

自殺死亡率（人口10万人当たりの自殺者数）は、増減を繰り返していますが、2017年（平

成29年）は26.50と、全国及び神奈川県を上回っています。 

（人口10万対） 

 
2010年 

平成22年 

2011年 

平成23年 

2012年 

平成24年 

2013年 

平成25年 

2014年 

平成26年 

2015年 

平成27年 

2016年 

平成28年 

2017年 

平成29年 

真鶴町 23.46 59.39 36.40 61.72 37.48 38.06 25.95 26.50 

神奈川県 20.65 20.65 18.29 17.07 15.54 15.10 13.22 13.81 

全国 24.66 24.06 21.78 21.06 19.63 18.57 16.95 16.52 

資料：厚生労働省 地域における自殺の基礎資料 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：厚生労働省 地域における自殺の基礎資料 
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２．アンケート調査に見る現状 

（１）調査概要 

①調査設計 

調査対象 真鶴町在住の18歳以上の男女 

調査方法 郵送配布・郵送回収 

抽出方法 無作為抽出 

調査期間 平成30年11月16日（金）～平成30年11月30日（金） 

 

②回収結果 

発送数 1,000件 

回収数 539件 

回収率 53.9％ 

有効回収数 539件  ※回収数から白票などの無効票を除いた数 

有効回収率 53.9％ 

 

③調査結果を見る際の注意点 

・ｎは各設問の回答者数（回答者母数）を示しています。 

・回答は各質問の回答者数（n）を基数とした百分率で示しています。 

・百分率は小数点以下第２位を四捨五入して算出しているため、回答比率の合計が100％

にならないことがあります。 

・１つの質問に２つ以上答えられる複数回答可能な質問では、回答比率の合計が100％を

超えることがあります。 
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（２）調査結果抜粋 

問 ご家庭の家計の余裕はどの程度あるか教えてください。 （○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「あまり余裕がない」が29.7％と最も多く、次いで「どちらともいえない」が26.7％、「あ

る程度余裕がある」が23.6％などとなっています。 

 

問 現在、あなたはどの程度幸せですか。「とても不幸せ（０点）」から「とても幸せ（10点）」

の間で表すと、何点だと思いますか。数字に○を付けてください。 （○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「８点」が19.5％と最も多く、次いで「５点」が17.4％、「７点」が17.3％などとなって

います。 

０
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29.7%どちらともいえない

26.7%
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23.6%

かなり余裕がある

0.9%

無回答

0.6%

（n=539）

10 
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問 あなたが日頃、悩みや苦労、ストレス、不満を感じることがあるのは、次のうちどれで

すか。 （○はいくつでも） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「自分の病気」が32.8％と最も多く、次いで「家族の病気」が16.9％、「家族関係」と「身

体の悩み」が14.8％などとなっています。また、「特にない」が21.7％となっています。 
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問 あなたは悩みやストレスを感じた時に、どなたに相談したいと思いますか。 

 （○はいくつでも） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「家族や親族」が66.6％と最も多く、次いで「友人や同僚」が50.3％、「かかりつけの医

療機関の職員（医師、看護師、薬剤師など）」が18.2％などとなっています。 

 

問 もし身近な人から「死にたい」と打ち明けられた時、あなたはどのように対応しますか。

 （○はいくつでも） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「耳を傾けてじっくりと話を聞く」が66.8％と最も多く、次いで「解決策を一緒に考える」

が43.8％、「「死んではいけない」と説得する」が23.4％などとなっています。 
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問 あなたはこれまで自殺対策に関する啓発物を見たことがありますか。 

 （○はいくつでも） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「ポスター」が49.0％と最も多く、次いで「パンフレット」が18.4％、「広報誌」が17.3％

などとなっています。また、「見たことはない」が32.1％となっています。 

 

問 今後求められるものとして、どのような自殺対策が必要だと思いますか。 

 （○はいくつでも） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「様々な悩みに対応した相談窓口の設置」が46.4％と最も多く、次いで「子どもの自殺予

防」が39.7％、「地域やコミュニティを通じた見守り・支え合い」が34.3％などとなってい

ます。 

49.0 
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問 自死遺族の支援について、知っているものがありますか。 （○はいくつでも） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「日本学生支援機構・あしなが育英会（学費について）」が19.3％と最も多く、次いで「遺

族の集い（自由に話せる場）」が16.1％、「無料電話相談」が12.8％などとなっています。ま

た、「いずれも知らない」が52.9％となっています。 

 

問 あなたはこれまでに、本気で自殺をしたいと考えたことはありますか。 （○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「これまでに本気で自殺をしたいと考えたことはない」が73.1％と最も多く、次いで「10

年以上前に本気で自殺をしたいと考えたことがある」が6.9％、「この１年以内に本気で自殺

をしたいと考えたことがある」が2.2％などとなっています。 
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３．自殺対策の課題と方向性 

統計データやアンケート調査結果等を踏まえた当町の自殺対策の課題と方向性は以下の通

りです。 

①自殺に至るまでのケアの充実 

当町では、真鶴町に住所を有していた自殺者数は2013年（平成25年）から2017年（平成

29年）までの５年間で６人となっており、自殺者数は少ない傾向にあります。しかし、アン

ケート調査における”あなたはこれまでに、本気で自殺をしたいと考えたことはありますか”

をみると、12.6%の人が本気で自殺をしたいと考えたことがあると答えています。 

自殺者数は少ない一方で、潜在的に自殺を考えたことがある人がいることから、自殺の直

接的な原因とならなくても、自殺につながる可能性がある要因をケアする体制を構築してい

くことが必要であると考えられます。 

 

②自殺に対する正しい知識の定着 

アンケート調査の”もし身近な人から「死にたい」と打ち明けられた時、あなたはどのよ

うに対応しますか”を見ると、「耳を傾けてじっくりと話を聞く」が最も多くなっており、「何

もしない」が最も少なくなっています。ここから、町民の中に自殺を何とかしたいという思

いがあることがわかります。一方で、”あなたはこれまで自殺対策に関する啓発物を見たこと

がありますか”を見ると、「ポスター」が最も多くなっていますが、２番目が「見たことはな

い」となっています。 

ここから、自殺対策に対する知識が町民の中で定着していけば、町一体となった自殺対策

を推進していくことができると考えられます。 

 

③求められる自殺対策の推進 

“今後求められるものとして、どのような自殺対策が必要だと思いますか”を見ると、「様々

な悩みに対応した相談窓口の設置」「子どもの自殺予防」「地域やコミュニティを通じた見守

り・支え合い」の３点が上位を占めています。 

自殺につながる可能性のある要因のケア、自殺に対する正しい知識の定着に加え、「様々

な悩みに対応した相談窓口の設置」「子どもの自殺予防」「地域やコミュニティを通じた見守

り・支え合い」の３点を重点的に推進していくことが求められています。 

 





 

 

 

 

 

 

 

 

第３章 計画の基本的な考え方 





第３章 計画の基本的な考え方 

15 

１．基本理念 

国の自殺総合対策大綱においては、「いのち支える自殺対策」を理念とし、「誰も自殺に追い

込まれることのない社会の実現」を目指しています。 

真鶴町においては、自殺者数は少ない状況にありますが、一人も自殺に追い込まれることの

ない社会を実現することが必要です。 

以上のような考えから、真鶴町における自殺対策計画の基本理念を以下のものとして、自殺

対策を推進していきます。 

 

 

「誰も自殺に追い込まれることのない真鶴町の実現」 

 

 

 

２．計画の数値目標 

基本理念である「誰も自殺に追い込まれることのない真鶴町の実現」を目指すうえで数値目

標を設定し、自殺対策に関する施策の効果を検証していく必要があります。 

国では「2026年（平成38年）までに自殺死亡率を2015年（平成27年）と比べて30％以上

減少させる」、県では「自殺死亡率（人口動態統計）を2016年（平成28年）の14.6から５年

間で15％以上減少させ、2021年（平成33年）に12.4以下にする」を目標としています。 

真鶴町においては、自殺者数が少ない状況にあるため、自殺者数０人を目標に設定し、自殺

対策を推進していきます。 

 

 

2019年（平成31年）から2023年（平成35年）までの 

５年間の自殺者数を０人にします 
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３．施策の体系 

 

 

 

（１）高齢者 

１．基本施策 

（１）町内におけるネットワークの強化 

（２）自殺対策を支える人材の育成 

（３）町民への周知と啓発 

（４）生きることの促進要因への支援 

（６）児童生徒の 

ＳＯＳの出し方に関する教育 

（２）生活困窮者 

（３）勤務・経営 

①地域におけるネットワークの強化 

②庁内におけるネットワークの強化 

①様々な職種を対象とする研修 

②一般町民を対象とする研修 

③学校教育・社会教育に関わる人への研修 

①リーフレット・啓発グッズ等の作成と活用 

②町民向け講演会の開催 

①居場所づくり 

②自殺未遂者への支援 

③遺された人への支援 

①ＳＯＳの出し方に関する教育等の実施 

②ＳＯＳの出し方に関する教育を 

推進するための連携の強化 

①包括的な支援のための連携の推進 

②地域における要介護者に対する支援 

③高齢者の健康不安に対する支援 

④社会参加の強化と孤独・孤立の予防 

①相談支援・人材育成の推進 

②生活支援・自立支援の推進 

①職場におけるメンタルヘルス対策の推進 

②過労自殺を含む過労死等の防止・ 

長時間労働の是正について 

③ハラスメント対策 

④経営者に対する相談事業等の実施 

２．重点施策 

（５）いのちの教育の推進 ①人権教育の実施 

②いじめ防止等の取組みの実施 

①自殺を未然に防ぐ取組みの実施 

②早期に自殺リスクを把握する取組みの実施 

③若者に対する支援の充実 

④児童生徒に対する支援の充実 

３．生きる支援関連施策 



 

 

 

 

 

 

 

 

第４章 自殺対策の取組み 
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１．基本施策 

（１）町内におけるネットワークの強化 

自殺対策を効果的に推進していくためには、様々な主体が積極的に自殺対策に参加し、総

合的に自殺対策を推進していくことが必要不可欠です。そのためには、町、関係団体、町民

等、様々な主体の役割を明確化し、地域や自殺対策の現場で連携できるような環境を整備し

ていくことが重要となります。 

地域におけるネットワークを強化するとともに、庁内における連携も強化することで、効

果的な自殺対策を推進していきます。 

 

①地域におけるネットワークの強化 

施策の方向 内容 

地域における見守り活動や

支え合い活動の推進 

民生委員児童委員を中心に、自治会や地域の関係機関と連携

し、地域における見守り活動や支え合い活動を充実します。 

様々な機会を活用した 

地域におけるネットワーク

の強化 

防災訓練や地域におけるイベントを支援することを通じて、

地域におけるネットワークの強化を図ります。 

様々な団体との 

ネットワークの強化 

商工会、農業協同組合、漁業協同組合、石材協同組合、社会

福祉協議会等の様々な団体との連携を強化し、自殺対策に取

り組みます。 

②庁内におけるネットワークの強化 

施策の方向 内容 

各種個別・分野別計画に 

おける自殺対策施策の 

位置づけ 

地域福祉計画や高齢者保健福祉計画、子ども・子育て支援事

業計画等の各種個別・分野別計画に自殺対策に関する施策を

位置づけます。 

庁内連携の強化 

健康福祉課を中心として、自殺リスクに関わる問題や事例に

ついて庁内での情報共有を行い、自殺対策に関する庁内の連

携強化を図ります。 
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（２）自殺対策を支える人材の育成 

自殺対策を推進していくためには、自殺に対する正しい理解や適切な対応ができる人材を

育成していくことが必要です。そのためには、町民や町職員、関係機関等の様々な主体を対

象とした自殺対策に関する研修や講座を充実させていくことが重要です。 

町内の様々な主体を対象としたゲートキーパー養成講座等をはじめとする様々な講座や

研修を充実させることで、自殺対策を担う人材を育成していきます。 

 

①様々な職種を対象とする研修 

施策の方向 内容 

町職員を対象とした 

ゲートキーパー養成講座の

実施 

町職員を対象にゲートキーパー養成講座を開催し、自殺に対

する正しい理解や適切な対応ができる職員を養成して自殺対

策につなげます。 

様々な職種を対象とした 

ゲートキーパー養成講座の

実施 

高齢者福祉や児童福祉等、様々な福祉に関わる職種をはじめ

とした、町民と接する機会がある職種を対象にゲートキー

パー養成講座を開催し、自殺に対する正しい理解や適切な対

応ができるようにします。 

ゲートキーパー養成講座の

周知・啓発 

庁内業務と関連する職種のゲートキーパー養成講座受講を促

進するため、庁内業務と関連する職種に対して、ゲートキー

パー養成講座に対する周知・啓発を行います。 

町職員への支援 

町職員に対するメンタルヘルス対策やストレスチェック等を

充実させることで、支援を行う主体となる町職員の心身のサ

ポートを行います。 

②一般町民を対象とする研修 

施策の方向 内容 

町民を対象としたゲート 

キーパー養成講座の実施 

町民向けゲートキーパー養成講座を開催し、町民の自殺に対

する対処方法や正しい理解を深めます。 

③学校教育・社会教育に関わる人への研修 

施策の方向 内容 

教員・保育士等を対象とした

ゲートキーパー養成講座の

開催 

教員や保育士等、学校教育・社会教育に関わる人を対象とし

たゲートキーパー養成講座を開催することで、教育現場にお

ける適切な対処ができるようにします。 



第４章 自殺対策の取組み 

19 

（３）町民への周知と啓発 

町民が自殺に関する正しい理解を深めるためには、真鶴町の地域特性に合った周知と啓発

が必要です。 

国や県の自殺対策リーフレットや啓発グッズを配布するだけではなく、町独自のリーフ

レットや啓発グッズを作成します。また、イベントや相談等様々な機会を活用し、様々な関

係機関と連携した周知と啓発を行います。 

 

①リーフレット・啓発グッズ等の作成と活用 

施策の方向 内容 

自殺対策に関する 

リーフレット・啓発グッズの

作成 

自殺対策に関するリーフレット・啓発グッズを作成します。 

リーフレット・啓発グッズの

配布 

町や国、県で作成したリーフレット・啓発グッズを学校や商

工会等と連携し配布します。また、町内のイベントや相談等

様々な機会を活用して配布します。 

リーフレット・啓発グッズの

配置 

町の情報公開コーナーや窓口等に自殺対策に関するリーフ

レット・啓発グッズを配置します。また、町内の博物館や図

書館等の様々な施設にもリーフレット・啓発グッズを配置し

ます。 

自殺対策に関する情報の 

発信 

町ホームページや広報紙等を通じて、自殺対策に関する情報

を発信します。また、自殺予防週間、自殺対策強化月間にお

いて、自殺対策に関する情報発信を庁内関係各課と連携して

行います。 

②町民向け講演会の開催 

施策の方向 内容 

自殺対策に関する 

研修会やイベントの充実 

自殺に対して正しい理解を得られるような研修会やイベント

を実施します。また、現在行っている講演会や講座等におい

ても自殺対策に関するテーマを取り上げることで、町民が自

殺対策について学ぶことができる機会を充実します。さらに、

イベントでのブースの設置等、これまでのあらゆる事業に自

殺対策の視点を取り入れます。 
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（４）生きることの促進要因への支援 

自殺対策を進めるうえで、生きることを阻害する要因を減らすだけではなく、生きること

を促進する要因を増やしていくことも重要です。 

孤立しがちな高齢者や子育て世帯が気軽に悩みを話すことができる居場所づくりや、自殺

リスクの高い自殺未遂者、さらには自死遺族への支援等を通じて、生きることの促進要因を

増やしていきます。 

 

①居場所づくり 

施策の方向 内容 

気軽に交流できる機会の 

充実 

高齢者や子育て世代等の様々な世代が日ごろの悩みを相談で

きる地域サロン等の居場所を充実させます。 

②自殺未遂者への支援 

施策の方向 内容 

自殺未遂者への支援の充実 
近隣市町村と連携し、消防職員への自殺未遂者への対応や支

援についての研修を行います。 

③遺された人への支援 

施策の方向 内容 

遺された人への支援の充実 
自死遺族に対して、専門の相談機関や相談窓口の紹介を行い

ます。 
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（５）いのちの教育の推進 

幼児期から、いのちの大切さについて学ぶ機会を増やすことは、自殺対策の根幹であると

いえます。また、いじめを未然に防ぐとともに、いじめが生じた際に適切な対応をとること

ができる体制を整備していくことは子どもの自殺対策を推進するうえで重要です。 

いのちの大切さを学ぶ人権教育を推進するとともに、いじめ防止等に係る様々な取組みを

推進していきます。 

 

①人権教育の実施 

施策の方向 内容 

いのちの授業の実施 

「全ての幼児・児童・生徒に、自他のいのちを大切にする心

を育む。」ことを目標として、町内の幼稚園及び小・中学校に

おいて、いのちを大切にする心を育む「いのちの授業」を実

施します。 

②いじめ防止等の取組みの実施 

施策の方向 内容 

いじめに対する組織的な 

対応 

真鶴町いじめ防止基本方針に基づき、いじめ問題に対する組

織的な対応を実施します。いじめと疑わしい事案が生じた際

は、必要なメンバーにおいて対策会議を開催し、いじめ対策

に取り組みます。 

いじめを未然に防止する 

取組みの推進 

児童生徒を対象としたいじめに関するアンケート調査の実施

や教育相談等を通じて、いじめの未然防止を図ります。 

いじめ対策部会の開催 

「まなづるっ子サポート連絡会議（いじめ対策部会）」を開催

し、真鶴町いじめ防止基本方針についての周知と検討、各学

校におけるいじめ問題の事案についての情報交換及び対応へ

の協議を行います。 

インターネット上のいじめ

に対する対応の実施 

インターネット上のいじめに対する保護者への啓発や児童生

徒、保護者を対象にしたリテラシー教育を実施します。また、

「スマホ等によるいじめ防止方針」や「みんなで守ろう 携

帯・スマホ・ゲーム機等の きまり」の啓発を行います。 
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（６）児童生徒のＳＯＳの出し方に関する教育 

児童生徒が悩みや困難に直面した際に、一人で悩むのではなく、ＳＯＳを出すことができ

るような教育を推進することは、児童生徒の自死を防ぐために重要です。ＳＯＳの出し方教

育を推進するだけではなく、自らも周囲の相談役となり、適切な支援につなげることができ

るように、こころの健康や自殺に対する正しい理解に関する教育を推進していくことも必要

です。 

学校と連携し、ＳＯＳの出し方に関する教育を推進するとともに、自殺に対する正しい理

解に関する教育を推進することで、児童生徒の自死を防ぎます。 

 

①ＳＯＳの出し方に関する教育等の実施 

施策の方向 内容 

ＳＯＳの出し方に関する 

教育の実施 

悩みや困難に直面した際の対応能力を高めるために、学校と

連携しながらＳＯＳの出し方に関する教育を実施します。 

ＳＯＳを受けた側に関する

教育の実施 

友人等から悩み等を伝えられた時の適確な対応についての教

育を実施します。 

自殺に対する正しい理解の

促進 

児童生徒を対象としたゲートキーパー養成講座の実施やここ

ろの健康に関する教育を実施することで、自殺に対する正し

い理解を深め、人権教育を促進します。 

②ＳＯＳの出し方に関する教育を推進するための連携の強化 

施策の方向 内容 

関係機関との連携の強化 

教育委員会や学校との連携強化や、まなづるっ子サポート連

絡会議における情報共有等を通じて、ＳＯＳの出し方に関す

る教育を推進していきます。 
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２．重点施策 

（１）高齢者 

高齢者は閉じこもりや引きこもり、抑うつ状態になりやすく、孤立・孤独に陥りやすいた

め、自殺リスクを抱えやすい傾向にあります。また、高齢者特有の課題を抱えていることも

多いため、多様な背景や価値観等に配慮した自殺防止又は予防支援が重要となります。 

高齢者を地域で支える地域包括ケアシステムと連動した支援施策の充実を基本としなが

ら、高齢者が抱える課題に応じた支援を充実させていきます。 

 

①包括的な支援のための連携の推進 

施策の方向 内容 

地域における課題の共有 

地域ケア会議等において、地域における高齢者の課題を共有

し、自殺リスクの把握及び適切な支援へとつなげます。また、

生活支援コーディネーターを養成し、課題の共有及び解決へ

とつなげます。 

地域包括支援センター 

における相談事業を通じた

支援 

地域包括支援センターの相談事業を通じて、高齢者の悩みや

自殺リスクを把握し、適切な支援へとつなげます。 

地域における見守り体制の

強化 

配食サービスやひとりぐらし高齢者等緊急通報装置貸与事業

等を通じた見守りや、医師・歯科医師・薬剤師・民生委員児

童委員を中心に、自治会や老人クラブ、新聞・ガス・水道事

業所等と連携した見守り活動を行い、自殺リスクにつながる

課題を早期に発見します。 
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②地域における要介護者に対する支援 

施策の方向 内容 

介護支援専門員を 

対象としたゲートキーパー

養成講座の実施 

介護支援専門員を対象としたゲートキーパー養成講座を実施

することで、介護支援専門員が自殺リスクに対して適切な支

援ができるようにします。 

③高齢者の健康不安に対する支援 

施策の方向 内容 

健康診査等の各種検診を 

通じた支援 

健康診査等をはじめとする各種検診を通じて自殺リスクを把

握し、庁内の関係各課で情報共有を図ることで、適切な支援

へとつなげます。 

④社会参加の強化と孤独・孤立の予防 

施策の方向 内容 

地域サロン活動の充実 
地域サロン活動の支援を通じて、高齢者の社会参加を促進し

ます。 
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（２）生活困窮者 

生活困窮者は、虐待や性暴力被害、依存症、性的マイノリティ、障がい等、様々な問題を

抱えていることが多く、自殺リスクが高いと考えられます。そのため、様々な要因に対応し

た包括的な支援が必要です。 

一人ひとりの問題に対応した相談を通じた支援の充実、各種生活困窮を支援する制度と連

携しながら、生活困窮者の自殺防止及び予防対策を推進します。 

 

①相談支援・人材育成の推進 

施策の方向 内容 

関係機関と連携した 

相談事業の実施 

保健・福祉・医療等の様々な関係機関と連携しながら、個に

応じた相談を行い、適切な支援につなげます。 

業務を通じた 

自殺リスクの把握 

生活困窮者と接する窓口業務等を通じて、自殺リスクの高い

住民を把握し、適切な支援へとつなげます。 

相談機関・関係機関職員を 

対象としたゲートキーパー

養成講座の実施 

生活困窮に関わる相談機関や関係機関の職員を対象に、ゲー

トキーパー養成講座を実施し、適切な支援を行える人材を育

成します。 

②生活支援・自立支援の推進 

施策の方向 内容 

生活支援・自立支援の推進 

生活困窮に関する相談等を通じて、町や社会福祉協議会、県

が実施している生活支援・自立支援制度についての情報提供

を行い、適切な支援へとつなげます。 
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（３）勤務・経営 

有職者の自殺率は無職者に比べて低い状況にありますが、自殺者の４割程度は有職者で

す。職場でのメンタルヘルスや過労死等、勤務・経営における自殺につながる要因は様々で

あるため、勤労者と経営者の両方の視点を踏まえた対策が必要です。また、勤務環境や労働

環境の多様化に対応した対策も求められています。 

職場におけるメンタルヘルスやハラスメント、長時間労働等、勤務・経営に関わる様々な

支援を、国の働き方改革の諸施策と連携しながら推進していきます。 

 

①職場におけるメンタルヘルス対策の推進 

施策の方向 内容 

メンタルヘルス対策の推進 

商工会等と連携し、町内の事業所に対して、県で実施するス

トレスチェックの周知や、ストレスチェックの活用方法等に

ついて周知・啓発します。また、メンタルヘルスに対する経

営者向けセミナーや研修会を実施します。 

②過労自殺を含む過労死等の防止・長時間労働の是正について 

施策の方向 内容 

過労死や長時間労働是正に

関する周知・啓発の実施 

11月の過労死等防止啓発月間等を活用し、過労死や長時間労

働是正に関する情報提供やイベントを開催して、周知・啓発

を行います。 

長時間労働是正に関する 

情報提供の実施 

商工会等と連携し、長時間労働是正に関する好事例の情報を

町内企業に提供します。 

長時間労働や過労死に 

関する経営者セミナーの 

実施 

商工会と連携し、経営者を対象とした長時間労働や過労死に

関するセミナーを実施します。 

町役場における 

ワーク・ライフ・バランスの

推進 

町役場において、長時間労働是正等を人事担当課が率先して

行い、ワーク・ライフ・バランスを推進するモデルケースと

なります。 
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③ハラスメント対策 

施策の方向 内容 

ハラスメントに対する 

情報提供の実施 

商工会等と連携し、ハラスメントに当てはまる事例やハラス

メント対策に関する情報を町内企業に提供します。 

ハラスメントに関する 

セミナーの実施 

商工会と連携し、経営者を対象としたハラスメントに関する

セミナーを実施します。 

④経営者に対する相談事業等の実施 

施策の方向 内容 

経営相談事業の実施 

経営者を対象とした経営相談を商工会等と連携して実施しま

す。また、中小企業再生支援協議会等、相談先の周知も行い

ます。また、経営に対して不安のある経営者に対しては、様々

な支援についての情報提供を行います。 

自殺対策に関する視点を 

踏まえたセミナーの実施 

経営者を支援するセミナー等において、自殺対策の視点を取

り入れます。 
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３．生きる支援関連施策 

基本施策及び重点施策に加えて、真鶴町では、様々な生きる支援に関する施策を実施してい

きます。 

 

①自殺を未然に防ぐ取組みの実施 

施策の方向 内容 

業務を通じたパトロールの

実施 

御林や石丁場等の自殺現場となる可能性のある町内の箇所に

ついて、業務を通じてパトロールを行い、自殺念慮※者への声

かけを行います。 

関係機関と連携した 

パトロールの実施 

商工会、農業協同組合、漁業協同組合、石材協同組合、社会

福祉協議会等の様々な関係団体と連携したパトロールを実施

します。 

自殺を防止する環境の整備 
学校における非常階段の施錠や見通しの悪い場所の整備等を

通じて、自殺を防止する環境を整えます。 

※自殺念慮：死にたいと思い自殺について思いを巡らすこと、自殺をほのめかす発言をする

こと。希死念慮や自殺願望ともいわれる。 

 

②早期に自殺リスクを把握する取組みの実施 

施策の方向 内容 

健康診断等を通じた 

自殺リスクの把握 

病院等と連携し、健康診断や問診等を通じて自殺リスクを把

握して適切な支援へとつなげます。 

相談先の普及啓発 

困った際に相談できる機関や場所についての普及啓発を図り

ます。特に、転入者に対しては転入手続きの際に、困った時

の相談先や町で行っている支援事業について情報提供を行い

ます。 

業務を通じた 

自殺リスクの把握 

町職員が業務を通じて町民に接する際に、町民が抱える課題

や自殺リスクについて把握し、庁内での情報共有を図ります。 
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③若者に対する支援の充実 

施策の方向 内容 

産前産後をはじめとする 

子育て世帯への支援 

健康診査や乳児家庭全戸訪問事業等を通じて、心身の悩みを

把握し、適切な支援につなげます。また、保健師等と連携し、

子育ての悩み相談等を通じた支援も行います。 

自らが相談相手となれる 

若者の育成 

青少年を対象としていじめ防止や命の大切さをテーマとした

人権講演会を開催するとともに、青少年問題協議会において、

青少年層の抱える問題や自殺の危機等に関する情報を共有し

てもらうことで、自らが相談相手となれる若者の育成を図り

ます。 

④児童生徒に対する支援の充実 

施策の方向 内容 

児童生徒の悩みに対応した

支援 

相談事業の充実やスクールカウンセラー等の専門職の配置等

を通じて、児童生徒の悩みを把握し、適切な支援を行います。

また、不登校訪問相談事業を通じて、不登校児童生徒への対

応も適切に行います。 

経済的な支援の充実 

経済的な理由で就学が困難な児童生徒に対し、学用品の購入

等、教育費の一部を援助します。また、奨学金制度等の様々

な支援制度についての情報提供を行います。 
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１．自殺対策を推進する体制 

（１）庁内の連携 

本計画の基本理念の実現に向け、庁内関係各課で自殺対策についての情報や認識を共有し、

課を横断した連携体制を構築して、真鶴町の実情に応じた施策を推進します。 

 

（２）関係機関等との連携 

本計画の基本理念の実現に向け、社会福祉協議会や保健所等、様々な主体との連携体制を

構築して、それぞれの特性に応じた施策を推進します。また、町民や地域との連携を図り、

自殺対策への関心と理解の促進を支援します。 

 

２．計画の評価・検証 

計画の評価・検証にあたっては、ＰＤＣＡサイクルを確立して施策の進捗状況を評価、検

証、改善し、効率的・効果的な計画の推進を図ります。 
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